日本統治時代における高雄港築港事業　：　砂糖積み出し港から工業港への変遷 by 井上, 敏孝
－ 183 －
兵庫教育大学　教育実践学論集　第15号　2014年 3 月　pp.183－192
*    兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科学生（Doctoral program student of the Joint Graduate School in Science  of School 
　　Education, Hyogo University of Teacher Education）
１．はじめに
　台湾南部に位置する高雄港は現在台湾第 1 位の港で















































（平成25年 6 月18日受付，平成25年12月 3 日受理）
Takao harbor construction business in the rule era in Japan：
The changes from the sugar outport to an industrial port
INOUE  Toshitaka *  
　　This paper is intended to analyzed the harbor business, which was conducted in Kaohsiung harbor in Taiwan during the Japanese 
occupation before. Kaohsiung port current is a port on behalf of Taiwan, it is one of the port proud of container volume the world's 
leading besides. However was in the impossible situation that the water depth is shallow Kaohsiung port before too much from the 
current 100 years, anchored to junk non-vessel small. Port development is being carried out in earnest as large-scale harbor modern 
this Kaohsiung Harbor in Taiwan is from entering the under Japanese rule. By using the Japanese colonial period the opportunity 
to Kaohsiung was developed as a harbor modern In this paper, we analyze empirical using statistical manual for Kaohsiung harbor 
operations during the Japanese occupation, modern port of Douala Port, is representative of the Taiwan I want to clarify the history and 
evolution that has developed into.








































は ｢ 帆走船に對する好個の望標 ｣ となり，その名を知ら











表 1　第 1期及び第 2期築港工事計画概要
－ 185 －
流入もなかったことから ｢ 眞に一大良港灣たる素質 ｣ を
有していた (18)。しかし港内は水深が浅く，大部分は干








ることは 1899 年 9 月の後藤新平民政長官が南巡した際






























































































　日露戦争の勝利による ｢ 事業勃興 ｣ の機運に際し，
1909 年には台湾本島で，約 13 万トンの砂糖を生産し，




狗港築港の緊急性及び必要性は ｢ 集眉の急に迫りたる ｣
こととなり，1908 年ようやく打狗港の第 1 期築港工事
が着手された (31)。
　打狗港における第 1 期工事は，工費 4,733,000 円を以
て 1,908 年当初には 6 カ年継続事業で 1 カ年 45 万トン
の貨物取扱を目標に開始された。しかしながら着手後 1
年未満に台湾南部の産業が ｢ 予想以上に長足の発展をな
し ｣ たことから，築港計画案は変更を迫られている (32)。
新たな築港計画では当初の計画を縮小し，1 カ年の荷役












12,784,000 円の予算を以て 1912 年に工事開始された (34)。
ただ第 2 期工事も第 1 期と同様工期途中で計画及び事業
期間が変更された。具体的には年々急増する貨物量に対
応した機能拡張を図るべく工事期間は 2 度に渡って変更
を余儀なくされ，最終的に工事完了は 1929 年の 18 年継
続事業となった。
　第 2 期工事計画中注目できる点は大きく 3 つである。
































































された 1943 年 4 月になってからであった。同警備府は
台湾澎湖島にあった馬公警備府を前身とするものであり





































り，表 1 中 部を見ても，整備された岸壁の 80％以
上が米及び砂糖等の積み出し専用とされていたことが分
かる。
　3 点目は，第 2 期工事において防波堤の建設が開始さ
れたことである。防波堤の位置は図 1 の通りである。高
雄港において防波堤の建設が計画されたのは，1901 年









































　同防波堤工事について山形技師は土木学会誌第 5 巻 6




















米糖積み出し港としての特色は，第 1 期工事中の 1909
年の時点ですでに明確であった。同年の移出砂糖額は














1904 ～ 1911 年までは移出砂糖額の増加に比例し打狗港
の移出貿易額は右肩上がりとなっていた。















表 4　1915 ～ 1917 年各港移出糖額 (円 )
























































































先駆」として工費 200 万円を投じて 1916 年 3 月，打狗















そのため 1918 年には年産 70 万樽へと工場の生産能力を
2 倍にする計画が立てられ全島の需要を満たし，なおか





















































































































た。1918 年 6 月台湾総督として赴任した明石元二郎は
再度 1919 年予算に計上した。しかし予算の壁は厚く，
再度拒否された。そこで明石は東奔西走，遂に官民共
同の台湾電力株式会社を設立し，1919 年 7 月創立総会
を開催，着工にこぎ着けた。
7　 『台湾日日新報』1918 年 1 月 1 日等。その後 1934
年には高雄港の輸出セメント額は 268,243 円であり，
1935 年には 430,209 円に拡大した。
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表 3・4　『打狗港勢』から筆者が作成。表内のＡ / Ｂ 値
はそれぞれ，打狗港輸移出貿易額中，同港の輸移出糖
額の割合を示したもの。
表 3　『台湾海運史』から筆者が作成したもの。会社名中，
「郵船」と「商船」は，それぞれ日本郵船と大阪商船
を指す。また「三社」は山下汽船・大阪商船・近海汽
船を指す。　内台航路は○，台中・対岸航路は●とする。
図 1　『日本築港史』から筆者が作図。図中①～⑤は，
それぞれ①壽山，②旗後山，③北側防波堤，④南側防
波堤，⑤ケーソン防波堤断面図を指す。
図 2　『打狗港勢』から筆者が作図。
　
